
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

統一的な基準による財務書類 

（令和元年度決算） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手沿岸南部広域環境組合 
 



１ 統一的な基準による財務書類の整備・公表について 

 

   平成 27 年 1 月 23 日付け「統一的な基準による地方公会計の整備促進について

（総務大臣通知）」により、統一的な基準による財務書類等を原則として平成 27

年度から平成 29 年度までの 3 年間、やむを得ない理由がある場合に限り概ね 5

年間で全ての地方公共団体において作成し、予算編成等に積極的に活用するよう

要請されるとともに「統一的な基準による地方公会計マニュアル」が示されまし

た。 

   この通知に基づき、岩手沿岸南部広域環境組合では平成 30 年度から統一的な

基準による財務書類を整備しており、この度、令和元年度の財務書類を整備しま

したので、これを公表します。 

 

 

２ 各財務書類の範囲 

 

（１）一般会計等財務書類 

    一般会計 

 

（２）連結財務書類 

    一般会計等及び岩手県市町村総合事務組合 

 

 

３ 統一的な基準による財務書類について 

 

（１）貸借対照表 

 令和 2 年 3 月 31 日現在に保有する資産、負債、純資産を表示したもので、 

地方自治体が、住民サービスを提供するために保有している資産と、その資産 

をどのような財源(負債・純資産)で賄ってきたのかについて総括的に示したも 

のです。資産は、サービス提供能力を示し、負債は、将来世代の負担を示し、 

純資産は、現在までの世代の負担と捉えます。 

 

（２）行政コスト計算書 

    行政コスト計算書は、1 年間の行政運営コストのうち、資産形成に結びつか 

ない行政サービスに要したコストを人件費、物件費等、その他の業務経費、移 

転費用に区分して表示したものです。 
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（３）純資産変動計算書 

    純資産変動計算書は、純資産(過去の世代や国・県が負担した将来返済しな 

くてよい財産)が年度中にどのように増加したかを、財源、資産評価差額、無償 

所管換等、その他に区分して表示したものです。 

 

（４）資金収支計算書 

    1 年間の資金の増減を業務活動収支、投資活動収支、財務活動収支に区分し 

て表示したものです。 
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一般会計等財務書類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（　単位：円　）

金額 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 5,116,984,940 固定負債 2,157,525,911

有形固定資産 5,116,984,940 地方債 2,157,525,911

事業用資産 5,114,973,600 長期未払金 －

土地 － 退職手当引当金 －

立木竹 － 損失補償等引当金 －

建物 2,280,020,899 その他 －

建物減価償却累計額 △ 490,705,577 流動負債 456,795,168

工作物 7,275,267,937 1年以内償還予定地方債 453,454,949

工作物減価償却累計額 △ 3,949,609,659 未払金 －

船舶 － 未払費用 －

船舶減価償却累計額 － 前受金 －

浮標等 － 前受収益 －

浮標等減価償却累計額 － 賞与等引当金 2,904,963

航空機 － 預り金 435,256

航空機減価償却累計額 － その他 －

その他 － 2,614,321,079

その他減価償却累計額 － 【純資産の部】

建設仮勘定 － 固定資産等形成分 5,257,176,940

インフラ資産 － 余剰分（不足分） △ 2,611,251,779

土地 －

建物 －

建物減価償却累計額 －

工作物 －

工作物減価償却累計額 －

その他 －

その他減価償却累計額 －

建設仮勘定 －

物品 92,633,502

物品減価償却累計額 △ 90,622,162

無形固定資産 －

ソフトウェア －

その他 －

投資その他の資産 －

投資及び出資金 －

有価証券 －

出資金 －

その他 －

投資損失引当金 －

長期延滞債権 －

長期貸付金 －

基金 －

減債基金 －

その他 －

その他 －

徴収不能引当金 －

流動資産 143,261,300

現金預金 3,069,300

未収金 －

短期貸付金 －

基金 140,192,000

財政調整基金 140,192,000

減債基金 －

棚卸資産 －

その他 －

徴収不能引当金 －

繰延資産 － 2,645,925,161

5,260,246,240 5,260,246,240

（令和　2　年　3　月　31　日現在）

貸借対照表

負債合計

資産合計

純資産合計

負債及び純資産合計

科目科目
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（　単位：円　）

金額

経常費用 1,440,351,934

業務費用 1,436,741,939

人件費 46,947,824

職員給与費 43,476,171

賞与等引当金繰入額 2,904,963

退職手当引当金繰入額 －

その他 566,690

物件費等 1,351,407,242

物件費 857,721,918

維持補修費 －

減価償却費 493,685,324

その他 －

その他の業務費用 38,386,873

支払利息 37,379,849

徴収不能引当金繰入額 －

その他 1,007,024

移転費用 3,609,995

補助金等 3,609,995

社会保障給付 －

他会計への繰出金 －

その他 －

経常収益 122,078,309

使用料及び手数料 121,515,300

その他 563,009

純経常行政コスト 1,318,273,625

臨時損失 －

災害復旧事業費 －

資産除売却損 －

投資損失引当金繰入額 －

損失補償等引当金繰入額 －

その他 －

臨時利益 －

資産売却益 －

その他 －

純行政コスト 1,318,273,625

科目

至　令和　 2　年　3　月　31　日

自　平成　31　年　4　月　 1　日

行政コスト計算書
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（　単位：円　）

固定資産 余剰分

等形成分 （不足分）

前年度末純資産残高 2,692,299,009 5,743,805,264 △ 3,051,506,255

純行政コスト（△） △ 1,318,273,625 △ 1,318,273,625

財源 1,271,899,777 1,271,899,777

税収等 1,271,899,777 1,271,899,777

国県等補助金 － －

本年度差額 △ 46,373,848 △ 46,373,848

固定資産等の変動（内部変動） △ 486,628,324 486,628,324

有形固定資産等の増加 － －

有形固定資産等の減少 △ 493,685,324 493,685,324

貸付金・基金等の増加 7,057,000 △ 7,057,000

貸付金・基金等の減少 － －

資産評価差額 － －

無償所管換等 － －

その他 － － －

本年度純資産変動額 － △ 486,628,324 486,628,324

本年度末純資産残高 2,645,925,161 5,257,176,940 △ 2,611,251,779

科目

純資産変動計算書
自　平成　31　年　4　月　 1　日

至　令和　 2　年　3　月　31　日
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（　単位：円　）

金額

【業務活動収支】

業務支出 947,586,479

業務費用支出 943,976,484

人件費支出 47,867,693

物件費等支出 857,721,918

支払利息支出 37,379,849

その他の支出 1,007,024

移転費用支出 3,609,995

補助金等支出 3,609,995

社会保障給付支出 －

他会計への繰出支出 －

その他の支出 －

業務収入 1,393,978,086

税収等収入 1,271,899,777

国県等補助金収入 －

使用料及び手数料収入 121,515,300

その他の収入 563,009

臨時支出 －

災害復旧事業費支出 －

その他の支出 －

臨時収入 －

業務活動収支 446,391,607

【投資活動収支】

投資活動支出 7,057,000

公共施設等整備費支出 －

基金積立金支出 7,057,000

投資及び出資金支出 －

貸付金支出 －

その他の支出 －

投資活動収入 －

国県等補助金収入 －

基金取崩収入 －

貸付金元金回収収入 －

資産売却収入 －

その他の収入 －

投資活動収支 △ 7,057,000

【財務活動収支】

財務活動支出 447,716,737

地方債償還支出 447,716,737

その他の支出 －

財務活動収入 －

地方債発行収入 －

その他の収入 －

財務活動収支 △ 447,716,737

本年度資金収支額 △ 8,382,130

前年度末資金残高 11,016,174

本年度末資金残高 2,634,044

前年度末歳計外現金残高 470,750

本年度歳計外現金増減額 △ 35,494

本年度末歳計外現金残高 435,256

本年度末現金預金残高 3,069,300

科目

資金収支計算書
自　平成　31　年　4　月　 1　日

至　令和　 2　年　3　月　31　日
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一般会計等財務書類に係る注記 

 

１ 重要な会計方針 

 

⑴ 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

①  有形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

組合は平成 18 年 4 月に設立されており、全て新築または新品により取得しています。 

なお、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

   取得原価が判明しているもの････････････････取得原価        

 取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価（該当なし） 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としています。 

②  無形固定資産･･････････････････････････････取得原価（該当なし） 

    ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

 

⑵ 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券 

該当なし 

  ② 満期保有目的以外の有価証券 

     該当なし 

③ 出資金 

   ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当なし 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････該当なし 

 

 ⑶ 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

該当なし 

 

⑷ 有形固定資産等の減価償却の方法 

①  有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

     なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

      建物   10 年～50 年 

      工作物  15 年～40 年 

      物品   8 年～15 年 

②  無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････該当なし 

③  リース資産･･････････該当なし 
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⑸ 引当金の計上基準及び算定方法 

 ① 投資損失引当金 

   該当なし 

② 徴収不能引当金 

該当なし 

③ 退職手当引当金 

該当なし 

  ④ 損失補償等引当金 

該当なし 

⑤ 賞与等引当金 

職員に対する賞与の支給に備えるため、翌年度 6 月支給予定の期末勤勉手当の支給見込額等の 

うち、財務諸表作成基準日において発生していると認められる金額（12 月から 3 月までの 4 か 

月分）を計上しています。 

 

 ⑹ リース取引の処理方法 

  ① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース料総 

額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

該当なし 

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

⑺ 資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金） 

なお、現金には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。 

 

⑻ その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 固定資産の計上基準 

固定資産については、取得価額又は見積価格が 50 万円（美術品は 300 万円）以上の場合に資産

として計上しています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額で 100 万円以上であるとき、修繕に係る支出

が当該償却資産の資産価値を高め、またはその耐久性を増すこととなると認められるかを判断

し、資産として処理しています。 
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２ 重要な会計方針の変更等 

 

⑴ 会計方針の変更 

    該当なし 

   

⑵ 表示方法の変更 

    該当なし 

 

⑶ 資金収支計算書における資金の範囲の変更 

   該当なし 

 

３ 重要な後発事象 

 

 ⑴ 主要な業務の改廃 

  該当なし 

 

⑵ 組織・機構の大幅な変更 

  該当なし 

 

⑶ 地方財政制度の大幅な改正 

該当なし 

 

 ⑷ 重大な災害等の発生 

    該当なし 

 

４ 偶発債務 

 

 ⑴ 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

該当なし 

 

⑵ 係争中の訴訟等 

該当なし 
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５ 追加情報 

 

⑴ 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。 

   一般会計 

② 一般会計等と普通会計の対象範囲等の差異 

  差異なし 

③ 地方自治法第 235 条の 5 に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、当会計年度

に係る出納整理期間（令和 2 年 4 月 1 日～令和 2 年 5 月 31 日）における現金の受払い等を終了

した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

④ 各項目の金額を表示単位未満で四捨五入しているため合計等の金額が一致しない場合がありま

す。 

⑤ 地方公共団体財政健全化法における健全化判断比率の状況 

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

- - - - 

⑥ 利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額  

 該当なし 

⑦ 繰越事業に係る将来の支出予定額 

明許繰越額 4,255千円 

  ⑧ 過年度修正等に関する事項 

     該当なし 

 

⑵ 貸借対照表に係る事項 

① 売却可能資産の範囲の範囲及び内訳は、次のとおりです。 

売却可能資産の範囲は、計画等で売却の方向性が示されている資産及び財産収入として予算措

置がされている公共資産としています。 

ア 内訳 

     該当なし 

② 減価償却累計額 

     貸借対照表において減価償却累計額を間接法により開示しているため、省略 

③ 減債基金に係る積立不足額 

 該当なし 

④ 基金借入金（繰替運用） 

   該当なし 

⑤ 地方交付税措置のある地方債のうち、将来の普通交付税の算定基礎である基準財政需要額に含ま

れることが見込まれる金額 

   該当なし 
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⑥ 地方公共団体の財政の健全化に関する法律における将来負担比率の算定要素は、次のとおり 

です。 

     該当なし 

⑦ 地方自治法第 234条の 3 に基づく長期継続契約で貸借対照表に計上されたリース債務金額 

該当なし 

⑧ 管理者と所有者が異なる指定区間外の国道や指定区間の一級河川等及び表示登記が行われてい

ない法定外公共物は次のとおりです。なお、当該資産は貸借対照表の資産に計上されません。 

該当なし 

⑨ ＰＦＩ事業に係る資産 

     該当なし 

 

⑶ 行政コスト計算書に係る事項 

    該当なし 

 

⑷ 純資産変動計算書に係る事項 

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

固定資産の額に流動資産における短期貸付金及び基金等を加えた額を計上しています。 

② 余剰分（不足分） 

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

 

⑸ 資金収支計算書に係る事項 

①  基礎的財政収支  483,771千円 

② 既存の決算情報との関連性 

 収入（歳入） 支出（歳出） 

歳入歳出決算書 1,393,978千円 1,402,360千円 

財務書類の対象となる収入の範囲の相違に伴う差額 

（繰越金） 

11,016千円 - 

前年度末資金残高 11,016千円 - 

資金収支計算書 1,404,994千円 1,402,360千円 

  ③ 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳 

   資金収支計算書 

業務活動収支              446,392千円 

減価償却費              △493,685千円 

    賞与等引当金の増減             920千円 

   純資産変動計算書の本年度差額       △46,374千円 
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④ 一時借入金 

  資金収支計算書上、一時借入金の増減額は含まれていません。 

  なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。 

一時借入金の限度額      10,000千円 

   一時借入金に係る利子額    該当なし 

⑥ 重要な非資金取引 

     該当なし 
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連結財務書類 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 



（単位：円　）

金額 金額

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 5,116,996,940 固定負債 2,157,525,911

有形固定資産 5,116,984,940 地方債等 2,157,525,911

事業用資産 5,114,973,600 長期未払金 －

土地 － 退職手当引当金 －

立木竹 － 損失補償等引当金 －

建物 2,280,020,899 その他 －

建物減価償却累計額 △490,705,577 流動負債 456,795,168

工作物 7,275,267,937 1年内償還予定地方債等 453,454,949

工作物減価償却累計額 △3,949,609,659 未払金 －

船舶 － 未払費用 －

船舶減価償却累計額 － 前受金 －

浮標等 － 前受収益 －

浮標等減価償却累計額 － 賞与等引当金 2,904,963

航空機 － 預り金 435,256

航空機減価償却累計額 － その他 －

その他 － 2,614,321,079

その他減価償却累計額 － 【純資産の部】

建設仮勘定 － 固定資産等形成分 5,257,188,940

インフラ資産 － 余剰分（不足分） △2,611,251,779

土地 － 他団体出資等分 －

建物 －

建物減価償却累計額 －

工作物 －

工作物減価償却累計額 －

その他 －

その他減価償却累計額 －

建設仮勘定 －

物品 92,633,502

物品減価償却累計額 △90,622,162

無形固定資産 －

ソフトウェア －

その他 －

投資その他の資産 12,000

投資及び出資金 －

有価証券 －

出資金 －

その他 －

長期延滞債権 －

長期貸付金 －

基金 12,000

減債基金 －

その他 12,000

その他 －

徴収不能引当金 －

流動資産 143,261,300

現金預金 3,069,300

未収金 －

短期貸付金 －

基金 140,192,000

財政調整基金 140,192,000

減債基金 －

棚卸資産 －

その他 －

徴収不能引当金 －

繰延資産 － 2,645,937,161

5,260,258,240 5,260,258,240

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

負債合計

【様式第１号】

連結貸借対照表
（令和　2年　3月　　31日現在）

科目 科目
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（単位：円　）

金額

経常費用 1,440,414,934

業務費用 1,436,804,939

人件費 47,010,824

職員給与費 43,486,171

賞与等引当金繰入額 2,904,963

退職手当引当金繰入額 －

その他 619,690

物件費等 1,351,407,242

物件費 857,721,918

維持補修費 －

減価償却費 493,685,324

その他 －

その他の業務費用 38,386,873

支払利息 37,379,849

徴収不能引当金繰入額 －

その他 1,007,024

移転費用 3,609,995

補助金等 3,609,995

社会保障給付 －

その他 －

経常収益 122,078,309

使用料及び手数料 121,515,300

その他 563,009

純経常行政コスト 1,318,336,625

臨時損失 －

災害復旧事業費 －

資産除売却損 －

損失補償等引当金繰入額 －

その他 －

臨時利益 －

資産売却益 －

その他 －

純行政コスト 1,318,336,625

【様式第２号】

連結行政コスト計算書
自　平成　31　年　4　月　 1　日

至　令和　 2　年　3　月　31　日

科目
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(単位：円　）

固定資産

等形成分

余剰分

（不足分）
他団体出資等分

前年度末純資産残高 2,692,354,009 5,743,860,264 △3,051,506,255 0

純行政コスト（△） △1,318,336,625 △1,318,336,625 0

財源 1,271,919,777 1,271,919,777 0

税収等 1,271,919,777 1,271,919,777 0

国県等補助金 － － 0

本年度差額 △46,416,848 △46,416,848 0

固定資産等の変動（内部変動） △486,671,324 486,671,324

有形固定資産等の増加 － －

有形固定資産等の減少 △493,685,324 493,685,324

貸付金・基金等の増加 7,057,000 △7,057,000

貸付金・基金等の減少 △43,000 43,000

資産評価差額 － －

無償所管換等 － －

他団体出資等分の増加 － 0

他団体出資等分の減少 － 0

その他 － － －

本年度純資産変動額 － △486,671,324 486,671,324 0

本年度末純資産残高 2,645,937,161 5,257,188,940 △2,611,251,779 0

【様式第３号】

連結純資産変動計算書
自　平成　31　年　4　月　 1　日

至　令和　 2　年　3　月　31　日

科目 合計
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（単位：円）

【業務活動収支】

業務支出 947,649,479

業務費用支出 944,039,484

人件費支出 47,930,693

物件費等支出 857,721,918

支払利息支出 37,379,849

その他の支出 1,007,024

移転費用支出 3,609,995

補助金等支出 3,609,995

社会保障給付支出 －

その他の支出 －

業務収入 1,393,998,086

税収等収入 1,271,919,777

国県等補助金収入 －

使用料及び手数料収入 121,515,300

その他の収入 563,009

臨時支出 －

災害復旧事業費支出 －

その他の支出 －

臨時収入 －

業務活動収支 446,348,607

【投資活動収支】

投資活動支出 7,057,000

公共施設等整備費支出 －

基金積立金支出 7,057,000

投資及び出資金支出 －

貸付金支出 －

その他の支出 －

投資活動収入 43,000

国県等補助金収入 －

基金取崩収入 43,000

貸付金元金回収収入 －

資産売却収入 －

その他の収入 －

投資活動収支 △7,014,000

【財務活動収支】

財務活動支出 447,716,737

地方債等償還支出 447,716,737

その他の支出 －

財務活動収入 －

地方債等発行収入 －

その他の収入 －

財務活動収支 △447,716,737

△8,382,130

11,016,174

2,634,044

前年度末歳計外現金残高 470,750

本年度歳計外現金増減額 △35,494

本年度末歳計外現金残高 435,256

本年度末現金預金残高 3,069,300

前年度末資金残高

本年度末資金残高

本年度資金収支額

【様式第４号】

連結資金収支計算書
自　平成　31　年　4　月　 1　日

至　令和　 2　年　3　月　31　日

科目 金額
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連結財務書類に係る注記 

 

１ 重要な会計方針 

 

⑴ 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

① 有形固定資産･･････････････････････････････取得原価 

  組合は平成 18 年４月に設立されており、全て新築または新品により取得しています。 

なお、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

  取得原価が判明しているもの････････････････取得原価        

 取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価(該当なし) 

ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額 1 円としています。 

  ② 無形固定資産･･････････････････････････････取得原価(該当なし) 

    ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次のとおりです。 

取得原価が判明しているもの････････････････取得原価 

取得原価が不明なもの･･････････････････････再調達原価 

 

⑵ 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

① 満期保有目的有価証券 

該当なし 

  ② 満期保有目的以外の有価証券 

     該当なし 

③ 出資金 

   ア 市場価格のあるもの･･････････････････････該当なし 

イ 市場価格のないもの･･････････････････････該当なし 

 

 ⑶ 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

該当なし 

 

⑷ 有形固定資産等の減価償却の方法 

①  有形固定資産（リース資産を除きます。）･････････定額法 

     なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

      建物   10 年～50 年 

      工作物  15 年～40 年 

      物品   8 年～15 年 

②  無形固定資産（リース資産を除きます。）･････････該当なし 

③  リース資産･･････････該当なし 
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⑸ 引当金の計上基準及び算定方法 

① 徴収不能引当金 

該当なし 

② 退職手当引当金 

該当なし 

③ 損失補償等引当金 

該当なし 

④ 賞与等引当金 

職員に対する賞与の支給に備えるため、翌年度 6 月支給予定の期末勤勉手当の支給見込額等の 

うち、財務諸表作成基準日において発生していると認められる金額（12 月から 3 月までの 4 か 

月分）を計上しています。 

 

 ⑹ リース取引の処理方法 

  ① ファイナンス・リース取引 

ア 所有権移転ファイナンス・リース取引（リース期間が１年以内のリース取引及びリース料総 

額が 300 万円以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

該当なし 

イ ア以外のファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

 

⑺ 連結資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金） 

なお、現金には、出納整理期間における取引により発生する資金の受払いを含んでいます。 

 

⑻ その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 固定資産の計上基準 

固定資産については、取得価額又は見積価格が 50 万円（美術品は 300 万円）以上の場合に資産

として計上しています。 

② 資本的支出と修繕費の区分基準 

資本的支出と修繕費の区分基準については、金額で 100 万円以上であるとき、修繕に係る支出

が当該償却資産の資産価値を高め、またはその耐久性を増すこととなると認められるかを判断

し、資産として処理しています。 
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２ 重要な会計方針の変更等 

 

⑴ 会計方針の変更 

    該当なし 

   

⑵ 表示方法の変更 

    該当なし 

 

⑶ 連結資金収支計算書における資金の範囲の変更 

   該当なし 

 

３ 重要な後発事象 

 

 ⑴ 主要な業務の改廃 

  該当なし 

 

⑵ 組織・機構の大幅な変更 

  該当なし 

 

⑶ 地方財政制度の大幅な改正 

該当なし 

 

 ⑷ 重大な災害等の発生 

    該当なし 

 

４ 偶発債務 

 

 ⑴ 保証債務及び損失補償債務負担の状況 

該当なし 

 

⑵ 係争中の訴訟等 

該当なし 
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５ 追加情報 

 

⑴ 連結対象団体（会計） 

団体（会計）名 区分 連結の方法 比例連結割合 

岩手県市町村 

総合事務組合 

一部事務組合・ 

広域連合 
比例連結 0.1％ 

連結の方法は次のとおりです。 

① 一部事務組合・広域連合は、各構成団体の経費負担割合等に基づき比例連結の対象としていま

す。 

 

⑵ 出納整理期間 

地方自治法第 235条の 5 に基づき、出納整理期間を設けられている団体（会計）においては、出

納整理期間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

なお、出納整理期間を設けていない団体（会計）と出納整理期間を設けている団体（会計）との

間で、出納整理期間に現金の受払い等があった場合は、現金の受払い等が終了したものとして調整

しています。 

 

⑶ 表示単位未満の取扱い 

各項目の金額を表示単位未満で四捨五入しているため合計等の金額が一致しない場合がありま

す。 
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